



































































































































































 『れたことは,無越置ではだかったことで淫自に値する04)諸臓器えの転移形成,AH15の無処“ で『 三
■■
 マです
で
 一直群では諸職盟えの転移形成はかたり高墨であるが処羅群では生存期闘が短いにもか玉わらず転移巣
■
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 輩での増殖が高度となる◎AH66登の無処置群での転移形成は肝,副腎,月卑に.比較震勺少いのに各処置嚢
 嚢
i
 、りγパ腺以外の転移は認められ友かつたがコーチゾン処置により心㌧肝,腎,副腎に転移を認め
■
『
 ・るものが出て來たoAH、75の無処置群では死亡例なく処置群では肝,腎に転移を形成し,更に■■
■
■
■
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 駄紐選ん伽一概理5醐前耀した動物翻脈から淋移胤て経嚇畷物灘殺し,革
鎧一 .
嚢
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結 語
 1)動物を灘一チゾソで処置した場合4腫瘍系共に死亡率1は増し,生存日数は短縮した。慨し
 灘てコーチゾγ前処置の方が後処麗ようも効果的であった02)腕での瞳蕩増殖及び諸腰器えの転
 移形成はコ碍チゾγ処置により著麗に促進される05)肺での腫瘍増殖の部位には無処置,処置籍
 群の聞に大毒左相異はないが∬reeceUtypeの処置群では壷管周囲閥質での増殖がや～
 著明となる04)腫瘍移植後動物を経時闘に屠殺してみると移植直後には両系共肺胞壁毛細管に
 栓塞するものの割合が多くなる。このことか蔀での腫瘍増殖並びに諸職蕃えの転移形成を増す漂
 園にカ:るのでは攻いかと考えられる。 講.
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 審査結果の要旨
 著巻は動物にコーチゾンを投与することによ多血、行内に移植された腹瘍の移殖性や転纏形成性
 にどのような影響を及ぼすかを実験的に確かめんとし,腹水肝癌4系(AHB,AH66F・
 AH7974,A顛75)を使用した。これらの縢蕩はいずれもラットの腹腔内では盛んに増殖す
 る茸夏掛く腫瘍であむ,AH窄3とAH66Pは賢reeC8:L:Ltypeの轟一萱草蕩で,AH7974と殴H
 け5は工s■ε㌧nd.七ypeの腫瘍であるDこ'れらを無処置動勅の静脈内に移殖するとAH嘆5と
 AH7974は移殖率が高くAH66罫とAH47ろは1氏くてAH1フろでは弓例も鹿瘍雪死をみな
 い。
 実験動物は大沢胴育場産雑婚ラットで,体重ioO～ユ2egみものを用いた。培養状態の
 腹水をとり生理的食塩水にて細胞数にして≦繍3中5万個を含むように稀釈じて腫瘍細胞浮遊液
 をつくり・沓匹a2CC(細胞数約1千万爾)を尾静脈内に漆入移標した。コーチゾンは1日1回
 5曙/ラットを大腿筋肉内に注射した、沓系郷処置群κ分け、前蛾翻徽腫瘍移繍漣郎紹,
 後処置群は移殖翌日から5日繭コーチゾン注射を行い.前後処置群は腫瘍移槙当日も含めて前後
 ろE!づつとで計7iヨ闇注射を継続した。その結果次巧)成績を餐}たσ
 {)動物をコーチゾンで姐置した場合4縫重傷系共に死亡率は増し・生存藏数は短縮した。慨し.
 てコーチゾン前処置の方が後処置よ匂も効果的であった02)肺での腫瘍増殖及び諸職暴への転
 移形成は競一チゾソ処置により著聞に促進される。工8工an。dtypeのAHア9ア4とAH窪ア5
 は無処置動物で諸職羅えの転移形成はないがコーチゾン処置によ診転移を形成するものが患乗る0
 5)肺での圧ll蕩増殖の部位には無題鐙,処置群の聞に大きな相異はないが,」コ蜜8eC3ユユ㌻y-
 peの飢置群では血管周囲聞質での増殖がやや著明となる04)1震蕩移植後動物を経時間に屠殺
 してみると移植直後には両系共肺胞壁毛細管に栓塞するもの』割合が多くなる。このことが肺で
 の腫瘍増殖遊びに諸臓羅への転移形成を増す康國になるのではないかと考えられるとしている。
 よって本論丈は学位を授与するに値重るものと認め葛。
 醸
『
擁
麟
懸
藻
暴
 浮
“
窪
寒
纏
縫
譲
簸
藁
蝶
遷
藤
 一1・65一、
毒
すすぐで醸
 .、,講,
 震
『
濾
 譲
“
